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論文内容要旨
はじめに
 研究対象とした関東地域は,東北日本弧・西南日本弧および伊豆小笠原弧が会合する特殊な
 地域に位置している。本地域の新第三紀テクトニクスは,およそ15Maの日本海の急激な拡大時
 期の東北・西南両島弧の相対的運動と,6Ma以降の伊豆小笠原弧の衝突による変形史であると
 推定される。関東地域の変形史を正確に把握することにより,島弧会合部のテクトニクスにお
 ける特殊性を明確にすることが本研究の目的であり,可能な手法を駆使し島弧規模の地質構造
 発達史を解明することが本研究の特徴である。
 第1章中新世秩父盆地の形成過程
 秩父盆地は関東山地の中ほどに位置し,非火山性砕屑岩類からなる中新統が厚く堆積してい
 る。盆地の広がりのわりに地層は厚く,5000m以上の層厚を有する。化石による地質年代およ
 び古水深の把握,小断層解析および褶曲形態による応力場の推定,ビトリナイト反射率の測定
 結果による堆積盆地の埋積過程の復元により,中新世秩父盆地の形成過程は以下のようにまと
 められる。秩父盆地はZolleN.8期初期の海進とともに急激に深海化し,10wermiddlebathyal
 でタービダイトが厚く堆積した。地層の埋積とともに堆積場は徐々に浅海化し,ZolleN.8期の
 終わりには,堆積場はilmersublittora1であった。このころ,盆地の東・南縁の断層が活動し,
 盆地周辺の基盤から不淘汰な角礫が多量に供給された。また,盆地の基盤はNW-SE方向の引
 張応力場のもとで南ないし南東に傾動し,基盤の傾動と堆積物による埋積が釣り合ってっねに
 浅い海域が保たれた。しかしながら,ZoneN.9期には盆地は完全に埋積され,関東山地は離水
 した。その後応力場がNE-SW方向の圧縮に変わり,地層は褶曲するとともに盆地の南西部は
 著しく隆起し,現在の地質構造が形成された。
 第2章五目市盆地の地質と年代
 五日市盆地は関東山地の南東縁に位置し,秩父盆地と同様中新統が厚く堆積している。秩父
 盆地の中新統と層序・地質構造が酷似し,また地層が著しく褶曲していることを特徴とする。
 五日市盆地中新統の年代論に関する研究は断片的であり,地質年代を確立することを目的とし
 研究を行った。その結果,以下の年代決定に有効な微化石が産出した。浮遊性有孔虫化石に関
 しては,αo傭ω物。郵6s5'o備fSおよびハη80プδz`」ガ照!ノ観謡。フ宛が産出した。ZoneN.9の下
 限を規定する0プ加Z魏α属は全く産出しなかったことから,五日市盆地の中新統の地質年代は
 ZoneN.8であると判断される。一方,産出した石灰質ナンノ化石(C)'6"6σフ80/"み1`3πo万4朋1'5,
 1漉ooσ膨r`14伽478f,助h6nol∫〃～総hε勘℃nzoゆh～イs)から,五日市盆地の中新統の地質年代は
 CN3'4であると判断される。この結果は浮遊性有孔虫化石の結果と調和的であり,五日市盆地
 の中新統の年代は中期中新世初期と判断される。したがって,五日市盆地の中新統は秩父盆地
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 の中新統と同じ時期に堆積したと判断される。
 第3章高崎地域の地質と庭谷不整合の形成
 高崎地域は関東山地の北縁部に位置し,中新粧が広く分布している。秩父および五日市盆地
 にはZoneN.8期の地層のみが分布するが,高崎地域においてはZoneN.8～N.14期の地層が分
 布する。これらの中新統には,ZoneN.9の層準に造構運動による部分不整合(庭谷不整合)が
 存在し,不整合を挟んで地質構造に著しい差異が認められる。すなわち,不整合より下位の地
 層は層厚が厚く,また圧縮変形により著しく複雑な地質構造を呈する。一方,より上位の地層
 は層厚および岩相の側方変化が小さく地層の変形は軽微である。高崎地域の地質構造発達史は
 以下のように要約される。ZoneN.8期の海進とともに堆積場は深海化し,middlebathyalで
 タービダイトが厚く堆積した。ZolleN.9期になると応力場がNE-SW方向の圧縮に変わり,地
 層は座屈褶曲し背斜軸部が削剥されて不整合(庭谷不整合)が形成された。ZoneN.10～N.14
 期になると再び平穏な時期をむかえ,upperbathya1でシルトが静かに堆積した。そして,中期
 中新世後期には海退期をむかえ,粗粒な砂および礫が浅い海を埋積した。
 第4章水上地域の層序と構造
 秩父盆地・五日市盆地および高崎地域が非火山性外弧に位置するのに対し,水上地域は中新
 世の火山弧に位置し,いわゆるグリーンタフ新第三系が広く分布する。水上地域の地質構造発
 達史は以下のように要約される。前期中新世後期に玄武岩質火山活動が始まり,引き続き陸域
 で礫が厚く堆積した。この時期の応力場は,σH-maxの方位がNE-SW方向であった。中期中新
 世に入ると珪長質火砕岩が陸域ないし浅海域で厚く堆積したが,ZolleN.9～N.10期には火山
 活動は衰弱し,10wermiddlebathya1でシルトがしずかに堆積した。その後徐々に浅海化し,
 12Ma頃には水上地域は完全に陸化した。そして,11Maに浮石流堆積物が下位層を厚くおおっ
 たが,これらの地層は全く変形していない。したがって,水上地域においては少なくとも後期
 中新世以降地層を大きく変形させる運動はなかったと考えられる。
 第5章放射年代および凝灰岩の対比
 本研究においては,等時間面の設定は正確テクトニクスを復元するうえで必要不可欠である。
 浮遊性微化石による年代決定とともに,凝灰岩の放射年代測定(フィッション・トラック法・
 k-Ar法)を行い,さらにジルコンの晶相による凝灰岩の直接対比を試みた。凝灰岩の対比に関
 しては,関東周辺地域の中新統より300以上の凝灰岩を採取し,ジルコンの抽出を行った。その
 結果,各ルートで2ないし3層準の凝灰岩のみが多量にジルコンを含むことが判明した。さら
 に,それらのジルコンは晶相(色・形態・粒径など)により2つのグループ(A,Bグループ)
 に区分された。すなわち,Bグループのジルコンは赤色が淡く結晶形は立方体状のものが卓越
 する。一方,Aグループのジルコンは赤色が濃く,短冊状の結晶が多い。また,各グループの
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 凝灰岩がそれぞれ同一であると仮定した場合,各凝灰岩の層準および放射年代値は矛盾しない。
 すなわち,A,B両グループの凝灰岩はそれぞれ直接対比される可能性が高いと判断される。
 第6章関東西部の垂直運動史
 これまでの各地域の地質構造発達史を時間軸によって並べれば,本地域全域のテクトニクス
 となる。この章で最も強調すべき点は関東地域の新第三紀テクトニクスにおいて最も大きなイ
 ベントは,ZolleN.9期の庭谷不整合形成時期である。ZolleN.8期は海進とともに急激に深海
 化し,堆積速度は異常に大きかった。一方,ZolleN.9期の不整合形成以降は調査地域全域が静
 かな埋積過程で,堆積速度も著しく小さく,ZoneN,8期と対照的である。また,ZolleN,8期
 の傾動盆地を形成させた引張応力場がZolleN.9期に圧縮場に急変し,このときの変形が外帯
 側で著しいことも大きな特徴である。さらに,この時期の不整合を形成した圧縮応力場は典型
 的な島弧である東北地域では認められず,この圧縮場の存在が関東地域のテクトニクスにおけ
 る特殊性であることが判明した。
 第7章秩父石英閃緑岩の古地磁気
 関東山地の回転を直接示唆するデータは,秩父盆地新第三系の古地磁気結果(Hyodoand
 Niitsuma,1986)である。HyodoandNiitsuma(1986)は秩父盆地新第三系の古地磁気方位が
 およそ90。東に偏っていることから,ZoneN.8期以降関東山地が時計まわりに大きく回転した
 と考えた。一方,関東山地周縁の地層の変形から,後期中新世以降関東山地が大きく回転した
 とは考えられず,秩父石英閃緑岩の古地磁気を測定することにより,関東山地の回転の時期に
 制約条件を与えた。秩父石英閃緑岩の古地磁気結果(DニN3.5。E,1=64.4ロN,alpha95=5.1。)
 から,石英閃緑岩の逆入(8～6Ma)以降関東山地が大きく回転したとは考えられない。すなわ
 ち,関東対曲構造は後期中新世にはすでに形成されていたと判断される。
 第8章関東山地の回転と中部日本の新第三紀テクトニクス
 秩父石英閃緑岩および秩父盆地の中新統の古地磁気測定結果から,関東対曲構造の形成時期
 はかなり限定される。関東地域の最も大きなテクトニック・イベントはZOlleN.9期の庭谷不整
 合の形成であり,地層の変形からZOneN.10期以降に関東山地が大きく回転したとは考えられ
 ない。一方,庭谷不整合を形成させた圧縮応力場は,その時期関東山地が時計まわりに回転し
 たことを示唆する。地層の変形や古地磁気測定結果から,関東対曲線構造はZolleN.9期に形成
 されたと考えるのが妥当であろう。庭谷不整合の形成時期は西南日本が時計まわりに回転した
 時期に一致することから,関東対曲構造は日本海が急速に拡大した時期に形成されたと判断さ
 れる。
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 第9章結語
 本研究を通じて明らかになった諸点を以下に示す。
 (1)中部日本の新第三紀テクトニクスにおいて最も大きなイベントはZoneN.9期の庭谷不整
 合の形成である。庭谷不整合はNE-SW方向の圧縮場で地層が座屈褶曲し,'軸部が削剥されて
 形成された不整合であり,関東山地周辺地域でのみ明瞭に認識される。
 (2)庭谷不整合を形成させた圧縮応力場は東北本州弧では認められず,この圧縮場の存在が島
 弧会合部である関東地域の特殊性である。
 (3)秩父石英閃緑岩の古地磁気結果から,関東山地は秩父石英閃緑岩の遊人(8～6Ma)以降,
 大きく回転したとは考えられず,関東対曲構造は後期中新世にはすでに形成されていたと判断
 される。
 (4)秩父盆地新第三系の古地磁気方位の東偏が関東山地の回転によるとするならば,関東山地
 が大きく回転し関東対曲構造が形成されたのは,ZoneN,9期の庭谷不整合形成時期であると考
 えられる。庭谷不整合の形成時期は,西南日本の時計まわりの回転の時期に一致することから,
 関東対曲構造は日本海の急速な拡大にともなって形成されたと考えられる。
文献
Hyodo,H.andNiitsuma,N.,1986,TectiollicrotationoftheKalltoMountaills,related
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 論文審査の結果の要旨
 高橋雅紀提出の論文は日本列島において顕著な関東対曲構造の形成を中心とした,関東地方
 西縁部の新第三紀テクトニクスに関する考察を内容としている。
 関東山地の秩父盆地・五日市盆地と関東山地北隣の高崎地域およびその北側の中新世火山区
 の水上地域において中新統の堆積学的・層位学的・構造地質学的調査を行ない,その結果に基
 づいて,細分した地質年代ごとに各地域における堆積環境・古地理・火山活動・応力場・地盤
 変動を検討した。また,関東山地の秩父石英閃緑岩の古地磁気を測定して山地の回転運動の時
 期を限定し,秩父盆地を埋積した中新統のビトリナイト反射率を測定して,その埋積過程を検
 討し,また火山灰中の鉱物粒により鍵層の追跡と年代対比を検討するなど広域的地史に関する
 資料を補強している。
 その結果,内孤城(火山弧域)における前期中新世末の玄武岩質火山活動,中期中新世初期
 の珪長質火山活動,関東山地とその周辺地域への中期中新世初期の海進と深海(漸深海帯)化
 と盆地の埋積,これにつづく浅海化,周辺地域の応力場の伸張場から圧縮場への転換,高崎地
 域の庭谷不整合の形成とおそらくこの時期の関東山地の時計回りの回転・関東対曲構造の形成,
 中期中新世宋から後期中新世にかけての全域的浅海化と秩父石英閃緑岩の遜入,本宿カルデラ
 の形成を伴う珪長質火山活動の経過を明らかにした。
 以上の成果は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有しているこ
 とを示している。よって高橋雅紀提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
 一263一
 L一
